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〈論文〉
アルス・ヴィヴェンディ、アルス・モリエンディ
―西洋中世にみる良き生と死への手引き―
鈴 木 桂 子
はじめに
最近よく耳にする言葉のひとつに「婚活」「就活」と並んで「終活」があ
る。具体的には身辺整理、遺産相続、お墓、埋葬、戒名などの準備で、死人
となってしまったらできない死後の始末の段取りを元気なうちに自分の意思
でやっておき、また残された家族、親戚、友人たちに迷惑がかからないよう
にしておくというのが、「終活」の意図である。「終活」という流行語が生ま
れるほど、私たちはこれまで死を抜きにした人生を考えてきたのかもしれな
い。いずれにせよ、平均寿命が世界のトップを競うほどにのび、アンチ・エ
イジングが叫ばれる今日、我々現代人には「死の準備」をするための時間的
心理的余裕がある。死は人生の最後の最後にやってくる。
西洋中世の人々にとっても、「死の準備」は人生の重要なテーマだった。
しかし現代の「終活」と異なり、当時の社会的時代的背景とキリスト教の終
末論に強く影響され、「死の準備」は何らの猶予を許さない切迫した倫理的
道徳的問題であった。そのような状況の中で、生とは死の準備のためにあ
り、良き死は良き生の結果であると説いたのがアルス・ヴィヴェンディ ars 
vivendi であり、アルス・モリエンディ ars moriendi はいかに良き最期を迎
えることができるかを教えた。死なくして生は存在せず、生のない死は考え
られず、死はあくまでも生に属す。それ故、アルス・ヴィヴェンディとアル
ス・モリエンディは相互に関係しながら「死の準備」の必要性を訴えた。た
だしアルス・ヴィヴェンディの場合には準備の重点が「生」へ、アルス・モ
リエンディの場合には「死、臨終」へ置かれる。
中世キリスト教の死に対する態度は、古代のストア派にその萌芽が見られ
る。教父時代を経て中世初期から、死の瞑想はアルス・ヴィヴェンディとし
て深められていった。同時にこの頃からアルス・モリエンディの文献も少し
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ずつ現れ始めるが、何よりも１５世紀に独立した文芸ジャンル『アルス・モ
リエンディ』が成立し、それはキリスト者の良き最期の手引き書としてまた
たくまにヨーロッパ各地に広まった。
アルス・ヴィヴェンディもアルス・モリエンディも精神史上の問題であ
る。幾世期もの長い年月に中世が体験した死との過酷な対峙が死についての
思想を成長させた。ラテン語表現を直訳するならアルス・ヴィヴェンディと
は「生きることの術」、アルス・モリエンディは「死ぬことの術」であろう。
しかしアルス ars を人間諸活動の最上に置いた中世の伝統を念頭に置くなら
ば、アルスという概念はより深く解釈されるべきである。そこに中世が捉え
た「良き生と良き死」のありようが見えてくると思われる。
１　西洋中世における死と信仰
西洋史において中世ほど死と深く密にかかわった時代はない。過酷な生存
条件、戦争、飢饉や病気によって、ほとんどの人間が天寿を全うすることな
くこの世を去った。A. ボルストによれば、ヨーロッパ 19 世紀初頭までの平
均寿命は 35 年で、中世でこれに達したのは恐らく 13 世紀のみである。病
気に罹った者はまもなく死ぬであろうことを覚悟していたし、40 歳まで生
きればもう老人であった。1195 年頃、教皇インノケンティウス 3 世は、「わ
れらの齢は 70 年に過ぎない。健やかであったとしても 80 年」という、よ
く引用される詩篇 90 篇 10 の記述を次のように修正した。「今日、60 まで
生きる人は少しばかり。70 まではもっと少ない。」そして彼自身は 56 歳で
世を去った。病人と健康な人とが互いに慰めあう共同生活は、死への不安を
和らげ、相互扶助の役目を担ったが、伝染病の感染を早め、結局、平均寿命
を縮めることとなった。1）疫病の蔓延は社会の下層でもっともひどく、数年
は続く飢饉による慢性の栄養失調はこれに拍車をかけた。
死は社会から隔離されておらず、日常のあらゆる時と場面で体験可能なも
のだった。死がいかに生を支配する力であったか、ここで疫病ペストの凄ま
じさを死者の数で例にだしてみよう。1338 年には 9 万人の人口をかかえて
いたヨーロッパ大都市の一つフィレンツェは 5 万人の死者をだし、人口は
半数以下になった。猖獗をきわめていた時、ベルンでは毎日 70 人が、ケル
ンとマインツでは 100 人が死んだという。オックスフォード大学では学生
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の三分の二が死んだ。ヨーロッパ全体の死者総数は 2500 万人にのぼる。2）
重篤の病人や重症の怪我人が体験しなければならない恐ろしい状況は、現
実の出来事だった。痛みを和らげる手段はなかったと言ってよく、医術は死
を阻止するどころか、死を早めることがしばしばだった。怪我は特に戦場で
は、すぐに死に至らずとも、手足を切断しなければならないこともあった。
このような痛みと苦しみを人々は罪の償いとして耐えたのである。3）
たとえ実際に痛みが和らぐわけではないにせよ、肉体の痛みを贖罪の精神
で耐えるというのは、中世における信仰の力をあらわす良い事例である。罪
は人間存在と切り離せないものと考えられていて、贖罪、悔悛は、死後の生
を保障する来世の信仰にとって重要だった。実際、悔悛の秘跡にキリスト教
徒は大いなる信頼をおいていた。罪を二度と犯さないよう誓うと同時に、こ
の儀式が赦免を意味すると信じていて、告解によって神とふさわしい関係が
再び結ばれると考えたのである。4）来世の信仰は四終（死、審判、天国、地
獄）の考え方に具体化されている。そこでは最後の審判が待っており、それ
によって地獄での永劫の罰か、天国での永遠の喜びが決定される。栄光に輝
く審判者キリストの再臨は、信仰によって把握され得る事実である。たとえ
死の時が曖昧にしか把握されなくとも、審判が死後にあることは、コリント
人への第二の手紙「わたしたちは皆、キリストの裁きの座の前にあらわれ、
善であれ悪であれ、自分の行ったことに応じて、それぞれ報いを受けなけれ
ばならない」（第 5 章 10）5）にもあるように、中世の信仰においては確実だっ
た。
審判は全人類にかかわり、一つの終わりを、つまり成就をもたらす。中世
においてはしかし多くの場合、全体にかかわる審判の意味が個々の救済の運
命に関連づけられ、その結果、キリスト再臨への期待よりも、いつ訪れるか
わからない臨終への漠然とした不安のほうが強くなっていった。勿論その際
には、A. ハースが指摘するように、個々の死においてもすでに審判がなさ
れるというキリスト教的理解があったからである。6）
集合的全体性においてではなく、個々の死における審判が問題となる時、
臨終を迎える者の倫理的道徳的状況が非常に重要となる。何故なら、死とは
朽ちる肉体から魂が離れていくことで、臨終の間にもすでに天使と悪魔が魂
をめぐって争っているからである。最終の、撤回不可能な決定はここにおい
て下され、肉体の死後も存在し続ける魂の永遠なる運命はこの決定に左右さ
28
れると信じられていた。7）
中世を通じ、生への執着と死への不安、審判への恐怖は密接にかかわりな
がら、人間存在の根底を強く揺さぶってきた。アルス・ヴィヴェンディとア
ルス・モリエンディの存在意義は、これらの状況から人間を精神的に解放す
ることにある。アルス・ヴィヴェンディは明日にも可能な死の訪れを念頭
に、審判を恐れずともよいような良き生をすすめ、アルス・モリエンディは
臨終における、つまり個々の死における審判を念頭に精神的救済となる良き
死をすすめる。
２　アルス・ヴィヴェンディ
アルス・ヴィヴェンディの根底には、死の準備として生を捉える姿勢があ
る。これはすでに古代のストア派にみられ、例えばセネカはルキリウス宛書
簡で「死を恐れないために、常に死を想うべきだ」と書いている。8）キリス
ト教世界は古代ストア派を受け継ぎ、死を念頭においた生について語る。聖
ベネディクトの戒律は「絶えず死を想うこと」（第 4 章 47）9）をすすめ、そ
して教父アウグスティヌスは『神の国』第 13 巻第 10 章で「この世の生涯
は死へむかって歩まれる行程以外の何ものでもない」と述べている。10）
中世の初期から精神的思想の中心にあったのは「死の瞑想」で、これはア
ルス・ヴィヴェンディとして、当時の文化の担い手であった聖職者や貴族に
よって推進され広まった。死の瞑想の特徴は死の禁欲的意味にある。まず
我々は、すべての世俗的財産は衰微するものであると認識せねばならない。
キリスト者はそれら財産から自己を解き放し、それらを永遠の目標に有益か
つ必要である限りにおいて使用すべきである。更に、死はいつ訪れるかわか
らないと認識することが重要で、それは大罪を恐れ、それを常に用心するこ
とへの刺激となる。また神にかなうことは死の辛さを軽減し、死の残酷さを
和らげる。死について考えることがいかに有益か。それは我々の道徳的努力
にまじめさをもたらし、世俗なものを求める行為に超世俗的目的を与え、悪
への快楽を抑えるからである。死を想い、短い人生を我々と隣人の救済の為
に使うことが大切なのである。11）
死の瞑想によって形を整えるアルス・ヴィヴェンディは様々な書物で伝
えられたが、その中でも特に説得力と影響力をもっていたのは『世の侮蔑』
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contemptus mundi という文芸ジャンルで、ここではアルス・ヴィヴェン
ディの効果が次の点で期待される。すなわち、人間がもつ美しさの魅力を無
価値なつまらないものと見做し、すべての世俗的財産のむなしさを強調する
ことにおいて。このアルス・ヴィヴェンディでは俗世を断念することがすす
められるが、その理由は、人間の性質が罪深く貧しく無力であり、死に引き
渡される生が悲惨で死が醜いことによる。12）
死の瞑想についての書物の中で後の時代にも影響を与えたのは、H. ゾイ
ゼ（1295-1366 年）の『永遠の知恵の書』第 2 部 21 章の内容である。こ
の章では「永遠の知恵」と「しもべ」の問答形式で、「死に習熟する手立て、
並びに覚悟のできていない死の有様」が教示される。13）まず霊的死と肉体の
死が区別されるが、肉体の死の何たるかを死ぬ時まで先延ばしすることは、
すでに遅きに失している。それを教えるために「永遠の知恵」は「しもべ」
に、30 年生きて「覚悟なく死に臨む者」の嘆きの声を聞かせる。その声は
「死を免れえないということではなく、覚悟のないまま死なねばならないこ
と」や「何一つ得ることなく過ぎ去った日々」、「多くの歳月を無思慮に浪費
したこと」を嘆く。というのも「時宜を得ずに生まれ、永劫の罰に定められ
ている」からである。破滅をもたらしたのは「行為なき善意、果たされぬま
まの約束の美辞」「先延ばしにされた回心」である。そしてこの声は、魂が
悲惨な状態に陥ることのないよう「しもべ」に次のような助言を与える。「こ
の世における最も偉大な知恵と心構えとは、完全な告解を行い、あなたが執
着しているあらゆる事柄を断念して、心の準備を整え、今日この日に、ある
いは、遅くとも一週間以内には世を去る定めであるかのように、常に振舞う
ことです。あなたの魂は煉獄にあって、その犯した罪業の故に、そこに十年
留まる定めのはずですが、自分の魂を救出するために、与えられる期間はた
だ今年一杯である、といった状況を思い描くのです。」しかし「生き方の向
上を目差し」、「覚悟を決めて死の罠にかかる者は数えるほどしかいない」。
というのも「空しき栄誉、肉の楽しみ、移ろう愛、乏しいものを求める貪
欲、それが多くの人々の目を暗ます」からである。ゾイゼが言おうとする
「死を習熟する手立て」とは、つまり「死を絶えまなく見詰めること」で、
それが「死の恐れから解放するだけでなく、死を心から熱烈に待ち望むまで
に至らせる」。ゾイゼは、健康な間はともかく、現実に死の時が迫り、改善
できる何物もない状態になった時の為にも救いの手立てを次のように「永遠
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の知恵」に語らせている。「ただわたしの死と、わたしの無限の慈悲にだけ
目を注ぎなさい。」死への畏れは「全智の始まりであり、この上なき浄福へ
の道」である。
アルス・ヴィヴェンディの書物としてもう一つとりあげたいのは、トマ
ス・ア・ケンピス（1379/80-1471 年）の『キリストにならいて』である。
第 1 巻「霊の生活に役立ついましめ」の第 23 章は「死の瞑想」について語
る。14）まず、この世で一生がいかに短いか、それを念頭において身を処すべ
きことが大事である。「自分の死期をいつも眼前にたもち、毎日死ぬ心構え
を怠らないものは祝福されたひと」であり、「死の間際にそんな風でありた
いと願うような具合に生きていこうと努める」のが幸福で賢い人である。「幸
いに死ねるということの確かな信念」は次の事柄によって与えられる。すな
わち「世間を全く軽んずる心、もろもろの徳に進もうとする熱心な願い、教
義の愛と改悛の労らき、すみやかな随順と自己否定、キリストの愛のために
はどんな苦難も堪え忍ぶこと」である。「滅びない富を積みあげる」ために、
これらのことを人は明日に引き延ばすのではなく、今行わなければならな
い。
ゾイゼのアルス・ヴィヴェンディと同様、ここでも、絶えず死を想うこと
が生き方を改めることに通じ、そうした「良き生」が、死の恐れから解放さ
れた「良き死」につながることが教示される。
３　アルス・モリエンディ
アルス・ヴィヴェンディが死を念頭においた生き方を問題とするのに対し
て、アルス・モリエンディは人生の最期、臨終に焦点を置き、しかも具体的
な手立てを教示する。上述したように、すでに臨終の間にも、死の床にある
者の魂をめぐって天使と悪魔の戦いが始まっており、この時点で下される永
遠の決定を前に、臨終にある者を精神面でどのように救済するかがアルス・
モリエンディの最大の関心事である。それは人間存在の最後の時点で人の最
期を支え、現世から来世への旅の出発に力添えをする。
西洋中世で死の克服に大前提となったのは、救済論の中核であるキリスト
受難と復活の神学である。「キリストへの信仰は死を克服する生への信仰」
と言ってよい。15）コリント人への第一の手紙（第 15 章 20-22）に書かれて
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いるように、「キリストは眠っている者の初穂として死人の中からよみがえっ
たのである。それは、死がひとりの人によってきたのだから、死人の復活も
また、ひとりの人によってこなければならない。アダムにあってすべての人
が死んでいるのと同じように、キリストにあってすべての人が生かされる
のである。」臨終に立ち会う司祭の課題は、このような神学に基づいて、逝
く者に良き死を達成させてやることだった。その時交わされる司祭と臨終
を迎える者との対話がどのようになされるべきかを規定したのがいわゆる
『アンセルムスの問い』で、カンタベリーの司教だったアンセルムス（1033-
1109 年）に由来すると見做されており、これは後にすべての死の手引書に
取り入れられている。最初の問いと答え「キリスト教を信じて死ぬことを喜
ぶか―はい」から徐々に進展し、「主イエス・キリストがお前のために死ん
だことを信じるか―信じます」、「そのことに感謝するか―はい」、「キリスト
の死以外によっては救われないことを信じるか―信じます」と続く。そのあ
と司祭は逝く者に次のように語る。「お前の魂がまだ肉体にある間は全幅の
信頼をキリストの死以外の何物にも置いてはならない。」16）
このような対話が臨終を迎える者の救済に役立つとしたら、臨終の際には
司祭、あるいは彼に代わって質問する者の存在が欠かせない。アルス・モリ
エンディが提唱する「良き死」を成就させるには、このような人物の手配も
含め、臨終に十分間に合う準備が不可欠である。予知されない突然の死はこ
の点で脅威である。A. ハースが指摘するように、中世においては死は公然
のものであり、一定の尊厳を伴う一定のスタイルをもっていた。突然の死は
この尊厳を放棄した状態で魂を死後の運命の危険にさらすことになる。17）死
の尊厳は、死の準備、そして死後の魂の行方を配慮した看取りがあってこそ
保たれると言えよう。アルス・モリエンディはこの尊厳のために臨終の際の
スタイルを規定する。つまり臨終の儀式である。以下、A. ハースの著書か
ら要約してみる。この儀式は一連の事項の流れで進められるが、その順序は
常に同じとは限らない。死の床にある者に秘蹟が施されるのは非常に重要
で、必ず入るのが次の三つの秘蹟、悔悛、終油、聖体拝領である。悔悛とは
罪の告白で、死の床にある者には大抵贖罪の時間がないため、贖罪期限が切
れる前に、罪のはらしが授けられる。塗油は 12 世紀以降、終油と呼ばれる
が、目、耳、唇、鼻、手足、腰、又は臍の周辺に油が塗られる。終油の難し
さは、終油が再び健康になってしまった人にも誤ってなされ、結婚生活での
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性交渉を断念しなければならないほど身体が浄められてしまうことで、そう
いう事情から、終油は出来るだけ先延ばしにされた。病人に塗油する効果
は、天国へ迎え入れられる時の障害を取り除くこと、そして小罪、罪に由来
する虚弱を払拭することにある。病人が主の祈りと信仰告白（上述の「アン
セルムスの問い」）をし、魂を神の御手に委ね、十字を切り、別れを告げた
あとで、病人に聖体拝領が授けられた。18）聖体拝領はすでに 4 世紀から見ら
れるもので、「別れの食事、キリストの道案内による最後の旅路へ元気をつ
ける食事である」。19）
聖俗の世界を問わず、中世では社会的共同体の存在が今日とは比べものに
ならないほど重要だった。日常生活で死の恐怖による孤独から救ってくれる
のも共同生活だったが、臨終の際にも、その場に居合わせる者たちの祈りに
よる支えが欠かせなかった。死の床にある者の魂を奪おうとする悪魔の数は
それほど多く、また攻撃的で、この祈りが欠ければ魂は悪魔の暴力の手に落
ちてしまうと考えられていたのである。そうなれば、それはまさに醜い死で
あった。不意に襲う突然の死、つまり死の儀式などの何の準備もなく最期を
迎えることばかりでなく、共同体や人々の祈りの支えなしに、一人孤独に死
んでいくことは、大きな災難とも言うべきものだった。
悪い人間は良き人生を送らず、結局不潔な場所（例えば野営地などの仮
設便所）で不潔に死ぬなどというのも中世が抱く醜い死のイメージであっ
た。20）醜い死の反対、美しい死、アルス・モリエンディにかなった聖人や高
位聖職者らの死は伝記や聖人伝で伝えられていた。とりわけ聖母マリアの死
は中世のキリスト者に規範を与えてくれる死で、「マリアの死」〈Transitus 
Mariae〉を伝える作者不詳、5 世紀成立の書物21）は、時代の変遷を経ても
なお中世において、臨終の際の手本として有効であった。それを K. シュラ
イナーは次の四点にまとめている。(1) 死期を知った死。聖母マリアは死の
三日前に霊感により、自分の死期を知った。中世では死期を知るのは徳であ
り、遅すぎないうちにそれを知ることは敬虔な祈願の対象だった。自分の人
生の限界を知って過ごすことは、人生を通して行う死の瞑想の義務と見做さ
れており、死期を知った死は良き死であった。(2) 共同体の中での死。 聖母
マリアは一人で死ぬことを欲しなかったし、使徒たちが傍に居ることに固執
した。こうして彼女は使徒や隣人、親類の者たちに囲まれて死んだ。作者不
詳の伝説によれば、それを彼女は慰めと感じた。中世の教会では、聖母マリ
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アの死において使徒が担った役割を僧侶、聖職者、あるいは平信徒が満た
し、死の床にある者を傍で支えた。(3) 聖典の朗読。聖母マリアの死では使
徒たちが詩編を読んで祈りを捧げた。死の床にある者を祈りによって支える
ことは、後に残される者の義務だった。(4) 臨終の儀式。聖母マリアの死で
は、祈りの間、使徒たちは大きな蝋燭に火をつけた。その意味は、良き死に
は悪魔の影響を妨げる救済力のある印が必要ということである。蝋燭は初期
キリスト教の時代に夕べや夜の礼拝に使われていたもので、中世では、聖母
マリアの潔めの祝日（12 月 2 日）に奉献される蝋燭は、光と火の象徴的力
ばかりでなく、悪魔とその手下を駆逐する内在的力を持つとされた。こうし
て一般の臨終の際、罪人であろうとなかろうと、奉献される蝋燭は、魂を奪
おうと現れる悪魔に対して防御の効果をもつ。22）なお中世の臨終の儀式には
更に、A. ハースの引用で上述したような秘蹟が含まれる。
突然の、準備が整っていない死、そして孤独な死は、臨終の際の悪魔の攻
撃を防御することは出来ず、醜い死とされ、それを回避するようアルス・モ
リエンディは教える。興味深いのは、中世が醜い死を良き人生を送らなかっ
た結果と捉えたことである。良き人生の死は突然ではない。健康なうちから
死を想い、徳を積み、禁欲的生活や贖罪、聖体の秘跡、俗世蔑視によって、
そしてキリストの受難と死に思いをはせて最期に備える人が、突然の死を
免れるのである。23）アルス・ヴィヴェンディの習得が、結局、良き最期の成
就、ひいては死者の魂の救済につながる。しかし中世末期になると、良き臨
終を得る為の術のみが問われ、『アルス・モリエンディ』という文芸ジャン
ルが成立するに至った。
４　中世末期における文芸ジャンル『アルス・モリエンディ』
この文芸ジャンルが成立した背景として、14 世紀以降に見られる精神性
の変化が指摘される。24）それは社会的不安を生み出した当時の歴史的状況と
関係している。例えば疫病の流行、何よりも 14 世紀半ばから全ヨーロッパ
を襲ったペスト、英仏間の百年戦争、教会の大分離など。更に、荒廃した土
地や飢饉による困窮は地方から都市への移住者を増加させて社会的混乱を招
き、またユダヤ人迫害もそれに拍車をかけた。
14、15 世紀は確かに悲観的様相を呈しており、人々が死に取り囲まれて
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いたと言ってもよい。問題は、死が来世への旅立ち、魂の救済として捉えら
れなくなったことである。原因は聖職者や教会の腐敗で、人々が死をキリス
ト教的に克服することはもはや不可能だった。25）死は非常に露骨な形で文化
芸術に現れ、露骨であればあるほど、人々の間に広まり浸透していった。「死
の舞踏」が好例である。
文芸ジャンル『アルス・モリエンディ』においても、死の準備としての生
を抜きにして臨終そのものをテーマとして掴み出している点では、「死の舞
踏」の背後にある精神性と同じである。この書物が多数制作され、またたく
まに広まったのは、生への執着と世の無常への嘆きが人々に強かったからで
あろう。つまりキリスト者としてそれらを克服できていない、死の準備がで
きていない人々がそれほど多くいたという証明なのである。26）死を現世の局
面でしか捉えられない人々に対して聖職者がとった手段が、教化を目的とし
た文学『アルス・モリエンディ』だった。著者と見做されているのは、教会
改革を主眼としたコンスタンツやバーゼルの宗教会議にかかわった、あるい
はそこで指導的立場にあった神学者たちである。27）しかし A. ハースが指摘
するように、この文学で教示される良き死の術のみがキリスト者にとって本
質的なものとして規定されたことにより、たとえ著者たちは意図していな
かったにせよ、教会は「キリスト者としての存在を市民のレベルで通俗化」
してしまったのである。つまり、来世へ導かれる良き死の術が存在するなら
ば全生涯をキリスト者として死に備える必要があるのか、という疑問を許
し、特にキリストの死についての考えを欠落させてしまった。28）こうして臨
終における現世から来世への移行にのみ関心が向けられ、本来ならばこの移
行に影響を及ぼすべき道徳的束縛の必要性には次第に注意が払われなくなっ
た。29）
臨終の手引書はそもそも実際的な目的をもって書かれた。というのは、疫
病等による余りの多数の死者に、すべての臨終に立ち会うことが困難になっ
た司祭たちは、生存している者たちに死について説教するという形をとるよ
うになり、30）そして『アルス・モリエンディ』という文芸ジャンルも生まれ
た。これはもともと臨終に立ち会う若き司祭たちへの助言の書だったが、疫
病の時代にその書物の数が間に合わなくなり、平信徒でもいざという時には
臨終に立ち会えるように、ラテン語から民衆語に翻訳され、目的に合わせて
手が加えられた。31）
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新しい文芸ジャンル『アルス・モリエンディ』のきっかけとなったのは、
ジャン・ジェルソン（1363-1429 年）の著書『三部作』Opus tripartitum の
第三部〈De arte moriendi〉で、これは後の様々な著者による『アルス・モ
リエンディ』に強い影響を与えた。その内容はいかに実践に向けて書かれた
ものかを示している。構成を以下に概略してみる。四つの部分から成ってお
り、第一部分は次の四つの戒めを含む。(1) 神の御手に従うこと。神の意思
で我々は死ななければならず、というのもこの地上に安住の地はないからで
ある。我々は称えられるべき人生によって永遠の栄光を得る為にこの世に生
まれて来る。(2) 神によって我々に示された善行を感謝して認めること。(3)
苦悩と死を贖罪として忍耐強く耐えること。(4) 我々自身と我々すべてのも
のを信頼して完全に神に捧げること。第二部分は病人への六つの問いを含
む。これは「アンセルムスの問い」に従っている。(1) キリスト教信仰にお
いて、又、教会に忠実に死ぬことを欲するか。(2) 罪が神によって許される
ことを熱望するか。(3) 万が一再び健康になった時は、これまで以上に良く
生きることを欲するか。(4) 告解していない大罪を自覚しているか、それを
告解したいか。(5) 必要かつ可能であれば再び力を尽くしたいか。(6) 侮辱し
た者たち全員を喜んで許すか。第三部分は神、聖母マリア、天使、聖人への
祈りを含む。第四部分でジェルソンは、これまで述べたことへの細く、ある
いはそれらの正しい適用について一連の指示を与えている。例えば秘蹟を受
けることや破門を解くことに関して。更には次のような細々とした指導があ
る。時間がある場合には、聖人伝、敬虔な祈り、モーセの十戒を聞かせるよ
うに。病人が話せない場合には、サインで彼と理解しあうように。彼には後
に残される人たち、妻、子、友人、そして富などを思い出させないように。
回復するなどという希望は持たせないように。というのはその結果、罪の償
いを先延ばしし、永劫の罰を自分の身に招くからである。むしろ病人が後悔
と告解によって魂の救済を確かなものとするよう配慮すること。32）
15 世紀の最も有名な臨終の手引書は『五つの誘惑のアルス・モリエン
ディ』である。この書はテクストよりも 11 枚の木版画によりその名が浸透
し、『木版画アルス・モリエンディ』Bilder-Ars とも呼ばれる。11 枚の木版
画と 13 頁のテクストから成る初版は一つしか現存しておらず、1450/60 年
頃成立とされるが、テクスト自体はもっと古く、コンスタンツとバーゼルの
公会議の間、すなわち 1414 年から 1449 年頃の間とされ、著者未詳である。
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版画についてはマイスター E.S. の手になる 11 枚の銅板画＜アルス・モリエ
ンディ＞が同時期に制作されており、木版画と銅板画の表現はほとんど一致
する。ただし、木版画の画中に書かれた登場者の台詞の帯は銅板画では欠け
ている。銅板画は木版画に基づくか、あるいは両者ともに挿絵つき写本の原
型に由来すると思われる。33）『木版画アルス・モリエンディ』は様々なバー
ジョンで伝えられており、本稿では 1470 年頃の木版画を図版として取り上
げる。34）
では手引書内容を見ていこう。35）テクストの序はまず、アリストテレスの
『ニコマコス倫理学 III』から「すべての恐ろしいものの中で肉体の死が一番
恐ろしい」を引用し、しかしこの死は「魂の死とは比較にならない」と反論
する。何故なら「魂は肉体の価値に勝っているからである。それ故、悪魔は
魂をねらい、特に最期の病気の際に強い誘惑で魂を苦しめる」と、我々の注
意を促す。良き臨終には病人への六つの問い（アンセルムスとジェルソンに
類似）、悔悛および他の秘蹟が必要である。六つの問いをしてくれる友人が
いない場合は、病人は自問自答の形をとり、キリスト受難の思いに沈潜すべ
きである。これによって悪魔のすべての誘惑は克服される。
序の後に続く 10 枚の版画は、死の床で病人を襲う悪魔の五つの誘惑と天
使の慰めを対の形で表し、悪徳と美徳を対峙させる。最後の 11 枚目は魂の
救済を示す。悪徳と美徳の五対にはそれを説明するテクストがついており、
その最後はこの手引書を使用する者への注意と助言で締め括られる。テクス
トは版画の内容の記述ではなく、むしろ版画がテクストを補完すると言って
よい。同時に版画は一般の人々に視覚的に分かり易く死直前の経過を説明す
るという独自の機能も持つ。
まず最初の誘惑は信仰の疑念で、「信仰はすべての救済の基礎である」。そ
れ故悪魔は力の限りを尽くして苦境にある人間を信仰から背けようとする。
版画（図 1）では、悪魔の一人がシーツで病人から神、キリスト、聖母マ
リアを隠し、宙を漂う悪魔は異教の偶像を指しながら、地獄は存在しない
（“Infernus fractus est”）と囁いている。別の悪魔は異教徒と同じようにしろ
（“Fac sicut pagani”）と病人にすすめる。画面右下の悪魔は自殺を手本とし
て病人を唆す（“Interficias te ipsum”）。対になる美徳では天使が病人に信仰
の霊感を与え彼を力づける（“Sis firmus in fide”）。（図 2）病人のベットの
向こう側には父なる神、キリスト、精霊（鳩）、聖母マリア、モーセ、聖人
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たちが見守っており、悪魔は逃げ
去って行く。テクストの最後には
以下の注意点が述べられている。
「病人は信仰の疑念を誘惑されて
いると感じだしたら直に、信仰が
いかに必要でこれなしには誰も
救済されないと思うべきである。
……死の床にある者に何度も信仰
告白を言って聞かせるのもよい。」
二つ目の誘惑は絶望である。病
人が肉体の痛みに苦しめられる時
は、悪魔がこれまでの罪（特に告
解されていない罪）をつきつける
ことで病人の痛みを増幅させ、彼
を絶望させる。これに対し天使は
次のように希望を与える。「何故
絶望するのか。たとえ窃盗や殺人
を行っても……またそれを認める
ことができなくとも絶望してはな
らない。何故なら内なる深い悔悟
だけで十分なので。」手引書は、
絶望はすべての罪行よりも悪く、
永劫の罰に価すると注意を促す。
三つ目の誘惑は焦燥である。悪
魔は、「何故このような酷い痛み
に耐えているのか、誰も同情して
いない。たとえ同情の言葉を投げ
かけても遺産を狙ってお前の死を
望んでいるのだ」と病人を唆して
焦らせる。手引書は次のように教
える。「非業の死でない限り、病
気は大きな肉体的苦痛を伴う。そ
図１　『木版画アルス・モリエンディ』から、「悪
魔の誘惑、信仰の疑念」（1470年頃の木版画）
図２　『木版画アルス・モリエンディ』から、「天
使の慰め、信仰」（1470年頃の木版画）
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のような場合、死を覚悟してい
ない者は焦燥感を抱き、あまり
の痛みの焦りから理性を失って
気が狂ったようになったりする。
……それは彼らに神への真の愛が
十分ないからである。」版画（図
3）を見ると、病人は左足で介護
人の背中を蹴り、食事のテーブル
をすでにひっくり返している。悪
魔は上手く騙したと自分の勝利に
ほくそ笑む（“Quam bene decepi 
eum”）。焦燥に対する美徳は忍耐
である。天使は病人に「病気に嫌
悪の念を抱かないように。忍耐と
感謝の念を持って喜んで耐えられ
る病苦は死の前の煉獄である。感
謝は慰めにのみならず、病苦にも
必要である」と説く。手引書の注
意によれば、「焦燥は病人にとっ
て有害」である。というのも焦燥
は不安と混乱によって神から背く
ことになるからである。これに対
し忍耐は不可欠で有益である。版
画（図 4）では苦難に耐えた殉教
者たちや、忍耐の手本としてのキ
リストが病人を囲む。神は手に矢
36）と鞭を持ち、病人の苦難が罪
と浄化であることを示す。
四つ目は虚栄の栄誉で、精神的
傲慢である自己満足によって悪魔
は病人を誘惑する。自尊心は特に
避けられねばならない。というの
図３　『木版画アルス・モリエンディ』から、「悪
魔の誘惑、焦燥」（1470年頃の木版画）
図４　『木版画アルス・モリエンディ』から、「天
使の慰め、忍耐」（1470年頃の木版画）
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も、これによって人間は悪魔と同
類になり、神を冒瀆するからであ
る。自尊心はすべての罪の原因
で、これと対になる美徳は謙虚で
ある。
五つ目は貪欲で、これは、妻や
友人、物質的富、或いは人生で非
常に高い価値を置いていたもの、
時間的に移ろう表面的なものに思
いを巡らせることで生じる。これ
によって悪魔は死の床にある者を
苦しめ、世俗への愛と欲によっ
て、彼が神への愛と自らの救済に
背を向けるようにしてしまう。こ
れに対し天使は病人に、すべての
移ろうものから距離を置き、心の
貧しさに向かうよう説く。
以上、五つの誘惑を克服して病人には次第に現世から去る準備が整ってい
く。最後に神、キリスト、聖母マリア、天使、特に彼の守護天使、聖人たち
への祈りが捧げられる。手引書は次のような助言を与えている。病人には磔
刑像や聖母マリアの像を見せるとよい。もし彼が、もはや祈りを口に出せな
い場合は、傍にいる者の一人が大きな声で祈り、病人が以前気に入っていた
敬虔な物語を読んで聞かせるとよい。臨終の時にはすべての救済がかかって
いるので、誰もが次のような人を前もって探しておくべきである。すなわ
ち、臨終の時に忠実に傍にいてくれて、特に病人がまだ死を拒み、彼の魂が
脅かされている時に、問いや勧告、祈りによって支えてくれる人を。版画
（図 5）では十字架のもとに聖母マリアらが集まって祈りを捧げ、息をひき
とる病人に蝋燭が渡される。天使が彼の魂を手にとったので、前景の悪魔た
ちはそれに憤っている。
この書物はジェルソンに基づきながらも臨終の際に人を襲う誘惑とその対
処法を示すことで、まさに死の時に焦点を合わせ、良き臨終の条件、すなわ
ち確固とした信仰、強い希望、身を捧げた忍耐、ふさわしい謙虚、世俗から
図５　『木版画アルス・モリエンディ』から、「魂
の救済」（1470年頃の木版画）
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の内的脱皮を簡潔に助言する。
15 世紀には数多くの『アルス・モリエンディ』が書かれたが、『木版画ア
ルス・モリエンディ』を除き、大抵はその長さと複雑な思考方法故に神学者
や教養ある平信徒に使用が限られる危険性があった。その中で、ガイラー・
フォン・カイザースベルク（1445-1510 年）がドイツ語で著した『いかに
永福の死を迎えるかの ABC』は、助言が簡潔に構成され、平易な内容で誰
もが理解できるように工夫されている。ジェルソンの熱烈な崇拝者でもあっ
た彼はストラースブールの有名な説教師で、この著書は彼の説教から成立し
た。37）全部で 27 ある規則のうち 24 は最初の文字がそれぞれアルファベッ
トの A から Z で始まる。興味深いことに、職業や出世に関して、健康なう
ちからアルス・モリエンディの観点で気をつけたい事柄が助言されている。
例えば規則 2。「幹部職には用心すべきである。市議会や裁判所、政府や役
所の権力の座の掌握には全力で抵抗し、自分の身を守るように。教会からも
国からもその中に巻き込まれないように。というのは、今日、そのような
人々は疑念を抱かせることがあるので。」次に規則 3。「権力の座にいる者や
大物たちを取り巻く環境に留まらないように。できる場合には彼らから逃れ
ること。彼らを知人に入れなくてもいいように、或いは彼らから秘密を打ち
明けられないように。さもないと彼らの法律違反と忙しなさに巻き込まれて
しまう。こうして浄福の死への準備を誤るのである。」そして規則 15 では、
死の床にある時に信頼して援助を任せられる人（もし友人が魂の救済を考え
てくれないのであれば友人でなくてよい）を探しておくように助言してい
る。誠実で神を畏れる人、祈り、語りかけ、読み聞かせをしてくれる人、励
ましてくれる人がよい。この助言は、当時 15 世紀末、死の床にある者の世
話人がいかに不足していたかを物語っているが、同時に、死を無名化してし
まう事へのガイラーの抵抗が表れている。彼が崇拝していたジェルソンの書
では、最期の見守りは「真の忠実な友人たち」であった。それが 90 年以上
たち、近世への移行期に、ガイラーは「一人の信頼できる人間」を探してお
くようにと述べる。すなわち都市における社会共同体の拘束力がそれだけ弱
まっていて、孤独の無名の死を防ぐことが説教師ガイラーの意図だった。彼
の書物を読める平信徒たちはこうして病人に付き添い、死をより人間的にキ
リスト教的にすることに貢献すべきで、これまで聖職者が担っていた役目を
彼らが引き継ぐことになった。38）
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５　芸術としてのアルス
これまで辿ってきたアルス・ヴィヴェンディやアルス・モリエンディの
「アルス」ars はどのように解釈されるべきであろうか。中世における「ア
ルス」の最も一般的概念は「術」である。アルス・ヴィヴェンディが教え
るように、良き死が良き生の結果であるとするなら、そのような生を送れ
る「術」、アルス・モリエンディの観点からするなら、良き最期を全うでき
る「術」が問題となっている。その「術」とは、ゾイゼやトマス・ア・ケン
ピス、或いはジェルソンやガイラーなどの書物に述べられている規範や助言
を知識として習得し、それを自己の人生に応用する能力のことであろう。「ア
ルス」にはこのように技能上の熟練、或いは能力といった意味も含まれる。
しかし重視すべきは、中世が生と死に「良き」という価値基準をもうけた
ことである。すなわち「良き生」とは、禁欲的生活と贖罪によってキリスト
者として死に対して覚悟ができていることである。「良き死」とは、この覚
悟によって世俗への嘆きや執着を克服し、死を恐れず魂の救済を信じること
である。そしてそのような「良き死」はまた「美しい死」でもあった。この
ような価値基準を考えるのであれば、「アルス」は単に規範や助言を応用で
きるという技術的能力のレベルには留まらない。
中世において「アルス」は「芸術」という概念でも捉えられ、その際「ア
ルス」は人間の他のどのような活動よりも上位に置かれた。それは芸術が自
然の様々な事物に比較できるような、眺めて美しいものをつくるからであ
る。芸術は人間が美しい自然の創造者である神を模倣する唯一の活動なので
ある。39）自然という神の作品にしろ芸術作品にしろ、中世の定義によれば、
美しさとは、それを見た人に満足に気に入るものである。それは主観的見方
に左右されるのではなく、美はその物に潜んでいる性質で、眺めた時にそれ
を認めるよう我々は強制されるのである。「眺める」とは一瞬にして対象を
把握することで、それは完全性によって成り立っている。従って美しさとは
「眺められ得るもの」、すなわち完全性と定義される。40）そうであれば「美し
い死」とは、眺められ得る、完全性における死ということができる。アル
ス・モリエンディの「アルス」とは最終的にはそのような死を芸術作品とし
て完成させることである。41）その際、アルス・モリエンディという手引書は
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単なる手段にすぎないが、人はその規則に従うべきである。
中世の捉え方では、芸術作品は適格なる素材と実際的目的に規定されてつ
くられ、特定の意味を暗喩的に伝え、それを眺めた者を超世俗的に高揚させ
るべきものである。作品の美しさは、今日我々が考えるような芸術家の主観
的表出にあるのではなく、素材と実際的規定（目的）と暗喩的意味の統一性
において、自然の美しさ、すなわち神の表出を念頭に作品の完全性が試みら
れることにより成立する。42）芸術作品としての「美しい死」、「眺められ得る」
完全性における死とは、人間存在の究極において、神の被造物であることを
思い起こさせ、神の御心にかなったこの世における自己完結であろう。それ
はあくまでも神を指し示すが故に美しい。
「美しい死」は「良き生」の反映でもある。この観点からして、中世末期
の文芸ジャンル『アルス・モリエンディ』は教化の内容を臨終に必要な手引
きに限っており、真の意味での「美しい死」の芸術的完成にはならないであ
ろう。それに対し中世初期には、芸術が神の作品、自然を手本とするよう
に、生と死を自然の秩序に暗喩として見出す思想家がいた。恐らくアラヌ
ス・アプ・インスリス（1120 頃 -1203 年）に由来する詩ではそれが次のよ
うに表現されている。「この地上の被造物は / 書物であり絵画であり / そし
て我々の存在の鏡である / 我々の生、死にとって / 我々の立場、運命にとっ
て / 被造物は信頼すべきしるしである。」更に彼は薔薇の花の運命を我々の
生になぞらえ、一日の経過を人生と比較し、美しさと時の無常さを語り、最
後を次のように結ぶ。「我々を苦労にさらすのは / そして痛みに手渡すのは /
死の要請である / この法則に強制され / 人間は自分の状況を認識せよ / そし
て自分が何であるか熟慮せよ /……/ 罪と罰を泣け / 辛抱し、何事も慌てる
な / すべての傲慢を捨てよ // 精神の御者、舵手 / 我々の精神を導き、流れ
を導け / 誤った方向に行かないよう」43）
彼の詩は芸術作品としての「美しい死」に多くの示唆を与える。神の作品
である自然の秩序に生と死を暗喩的に見出す姿勢は、死のあり方を神の摂理
に求め、と同時にその摂理を認識した生のあり方を我々に示す。
おわりに
最後に芸術作品としての「美しい死」に一つの例をあげてみたい。ライ
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フェナウ修道院の僧ヘルマン（1013 年 7 月 18 日 -1054 年 9 月 24 日）の
死である。彼は幼少の頃から身体不自由の為、椅子籠での生活を余儀なくさ
れ、移動には絶えず人の手を必要とし、又、修道院長や司教の職に就くこと
もなく、生涯をライフェナウ修道院で送った。にも拘らず、彼はドクトル
doctor の模範として同時代人が褒め称えた人物である。44）当時の doctor は
現在使用される語の意味（医者）とは異なり、自由七科の完璧な習得のみな
らず、それら学科に包含されない領域も埋めることができるほどの学識を
持った学者をさした。45）身体の不自由にも拘らず、広く深い学識を得た彼の
苦労はどれほどであったろうか。病気がちの彼にとって生は死への予備選、
死は生の終着点であり、人生が毎分、毎秒、死に近づいていくことを彼は強
く意識していた。そしてこの意識が読書と執筆の日々を支えた。
1054 年 9 月、10 日間ほど肋骨周辺の耐えきれないほどの強い痛みに見
舞われた彼は、まもなく死が訪れることを感じ取っていた。それ故、信頼す
る弟子ベルトルトと近親の者たちに慣例による罪深い魂の救済を委ねた。し
かし埋葬や死者追悼ミサなど具体的には語らず、ベルトルトと近親の者たち
にそれを一任してしまった。そして彼は昨晩体験したことについて語り始め
た。それは望みが募ってみた夢、あるいは幻視とも言えるものだった。すな
わち、彼は一種のエクスタシーの状態にあり、主の祈りを捧げる時と同じよ
うな注意深さと意識でキケロの『ホルテンシウス』を読み、その内容と文字
はまだ眼前にあるというのだ。ライフェナウの蔵書に『ホルテンシウス』は
ない。6 世紀以来行方不明のこの著作は当時、アウグスティヌスの報告を通
じて知られているだけで、それによれば、賢者の幸せは真理の所有にあるの
ではなく、真理の探究にある。ヘルマンは失われてしまった著作を読むこと
を望んだ。というのも、彼が期待すること、すなわち彼が有意義に生きたと
いうことをこの著作は認めてくれたので。彼の思いは自分の書き残しの詩作
にあった。第一部の悪徳については完成していたが、美徳についての第二部
は未完だった。それは『ホルテンシウス』と同様、世俗の事物を通じて、持
続する幸せへと進む賢者の道について語るはずだった。未完の作品はしか
し、来世で完成されるだろう。ヘルマンには、現世も、そして死すべき生も
耐えがたく、逆に彼は永遠の世界、永遠の生命に言葉に表せないほどの憧れ
を持ち、それ故、この一時的なことすべて（病苦も含めて）は、取るに足ら
ない空虚なものだった。
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泣きじゃくる弟子にヘルマンは泣かずに幸せを祈ってくれと言う。彼は喜
んでいるのだから。そしてこれまでの共同作業、ヘルマンの心配事であった
編年史の継続を弟子に頼み、彼に最後の警告を与えた。すなわち、意思と思
考のすべての力で毎日、死の準備をするようにと。46）
ヘルマンの死は偶然でも突然でもない。彼は死の訪れを前もって感知して
いた。病苦にも拘わらず冷静さを保ち、現世に何ら執着もなく喜びを持って
来世へ旅立つヘルマンに、「五つの誘惑のアルス・モリエンディ」は無縁で
ある。すべては彼が絶えず死を想い、困難な生存条件の中で有意義に生きた
ことの反映である。しかも doctor として、真理の探究、持続する幸せに向
かって生きたことは、死の直前の、あの『ホルテンシウス』の体験が物語っ
ている。彼の死は、そのような生き方をした賢者の徳の証しである。
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図 1－5：Ars moriendi. Holztafeldruck von ca. 1470, hrsg. von Otto Clemen, Zwi-
ckau 1910 (Zwickauer Faksimiledrucke 3).
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Ars vivendi, Ars moriendi:
Instructions for Salutary Living and Dying 
in the European Middle Ages
by Keiko SUZUKI
In the European Middle Ages when death dominated over life, preparing 
for death was an urgent moral problem influenced by the eschatology of that 
time. In order to free the people from a great adherence to life, unrest in the 
face of death, and fear of the Last Judgment, the “Art of the way of living” 
(ars vivendi) and the “Art of dying” (ars moriendi) taught the art of leading 
a salutary life and having a salutary death. According to the precepts of ars 
vivendi, it was important to recognize that life was meant as preparation for 
death and that a salutary dying was the consequence of a salutary life. There-
fore, it was necessary to always meditate on death in order to lead a respon-
sible life.
Ars moriendi was meant to help one to be spiritually prepared at one’s 
dying hour, and it gave concrete instructions for transit from this life to the 
hereafter. A fundamental idea of how to conquer the fear of death was a the-
ology centered on the passion of Christ and his resurrection. For this reason, 
belief in the death of Christ was indispensable to people on their death beds. 
In addition, for a salutary dying it was thought necessary to consciously pre-
pare for the last moment with a ceremony that supported the dignity of death. 
Sudden deaths and solitary deaths were regarded as ugly deaths, a conse-
quence of a life that had not been salutary.
Corresponding to the spiritual change in the 15th century, the “Ars 
moriendi” became its own genre of literature. However, at that time it taught 
merely the art of dying without taking into consideration a salutary life. The 
most famous work was the “Ars moriendi of five temptations”. It describes 
the five temptations Satan used to tempt people on their death beds. 
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The Latin word “ars” means “art”. It is not meant here as a “skill” but a 
“creative work as art.” In the Middle Ages, “ars” was the highest form of hu-
man activity. Ultimately ars vivendi and ars moriendi aimed at turning death 
and dying into works of art.
